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表紙 ： 「布絵本あれあれの布絵本」

The Public Relations Magazine

井上町長新年のあいさつ

町県民税・所得税等の申告のお知らせ
わだいの特選（産業まつりなど）
キラリ輝いてます（布絵本あれあれ）
歴史散歩（蓑

みの

と藁
わら

細
ざい く

工）
ぼくらのキャンパス（光山小学校）
もろやま魅力彩発見（桂木展望台からの初日の出） 越辺川が変わる…

川のまるごと再生プロジェクト  始動！動！



　

謹つ
つ
しん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご

家
族
お
揃そ
ろ

い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経た

と
う
と

し
て
い
ま
す
。
国
政
で
は
一
昨
年
12
月
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
よ
っ
て
再
び
の
政

権
交
代
が
行
わ
れ
、
自
公
連
立
政
権
と
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
さ
れ
る
財
政
支
援
策
に

よ
っ
て
し
だ
い
に
景
気
は
回
復
基
調
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
未
だ
、
被
災
地

の
現
状
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

被
災
さ
れ
た
方
が
た
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
町
長
に
就
任
し
早
い
も
の
で
２

年
７
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
町
長
選
挙
の

際
に
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
ま
し
た
政
策
・

公
約
も
約
８
割
の
達
成
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
偏ひ
と
えに
議
員
各
位
の
ご
指
導
を

賜
り
な
が
ら
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
行
政

運
営
に
努
め
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
町
政
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感
謝

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
平
成
25
年
の
毛
呂
山
町
を
振
り
返
っ
て

　
「
平
成
25
年
」
と
い
う
年
が
、
毛
呂
山

町
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
１
年
と
な
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

「
平
成
26
年
も
、
昨
年
の
素
晴
ら
し
い
盛

り
上
が
り
が
年
を
越
し
て
続
き
ま
す
よ
う

に
…
」
と
願
い
、
時
系
列
で
ご
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
月　

川
角
中
学
校
の
２
年
生
が
修
学

旅
行
の
際
に
、
乗
車
し
た
新
幹
線
を
清
掃

し
て
下
車
し
た
と
こ
ろ
清
掃
担
当
者
か
ら

お
礼
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

後
テ
レ
ビ
各
局
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
全
国
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
川
角
中
学

校
は
埼
玉
県
か
ら
「
埼
玉
・
教
育
ふ
れ
あ

い
賞
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
月　

川
角
小
学
校
東
側
の
交
差
点
改

良
工
事
が
完
了
し
、
鶴
ヶ
島
方
面
へ
の
右

も
っ
と
い
い
町
へ

手
と
手
を
た
ず
さ
え
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
優
し
い
ま
ち
へ

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

午

明日をみつめる
まちづくり

謹
賀
新
年

午2014午2014午20142014午2014午

毛呂山町長
　　井上　健次

折
車
と
坂
戸
方
面
へ
の
直
進
車
が
分
け
ら

れ
た
こ
と
で
、
長
年
の
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
角
小
学
校
か
ら
川
角
中
学
校

先
ま
で
町
道
７
号
線
の
拡
幅
工
事
も
完
了

し
ま
し
た
。

　

４
月　

平
山
地
区
に
新
保
育
園
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
「
ゆ

ず
の
里
保
育
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
６

月
か
ら
は
一
時
預
か
り
や
病
後
児
保
育
も

ス
タ
ー
ト
し
、
充
実
し
た
保
育
環
境
が
整

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
事
業
で
あ
る
「
川
の
ま
る
ご

と
再
生
事
業
」
に
越
辺
川
の
再
生
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
３

年
か
け
、
苦
林
地
区
か
ら
越
生
町
に
か
け

て
河
川
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

７
月　

総
合
公
園
プ
ー
ル
跡
地
で
、
行

田
市
か
ら
譲
り
受
け
た
古
代
蓮
と
あ
わ
せ

て
多
く
の
花
蓮
が
栽
培
さ
れ
、
５
０
０
０

人
以
上
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毛
呂
山
中
学
校
野
球
部
が
Ｕ
15

埼
玉
県
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
で
第
３
位
に
入
賞

し
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
東
日
本
中
学

生
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８

の
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月　

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開

催
さ
れ
た
世
界
水
泳
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
毛
呂
山
町
出
身
の
瀬
戸
大
也
選
手
が

男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
全
国
の
み
な
ら
ず

世
界
に
毛
呂
山
町
の
町
名
が
轟と
ど
ろ
き
ま
し

た
。
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■新年のあいさつ
　

９
月　

毛
呂
山
町
で
は
、
瀬
戸
大
也
選

手
の
功
績
を
讃た
た

え
、
今
ま
で
に
前
例
の
な

い
「
特
別
栄
誉
賞
」
と
い
う
称
号
を
設
け

表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
西
入

間
警
察
署
の
主
催
す
る
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
、
３
０
０
０
人
を
超
え
る

方
が
た
と
と
も
に
瀬
戸
大
也
選
手
を
讃
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月　

か
ね
て
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

武
州
長
瀬
駅
北

口
周
辺
整
備
事

業
も
駅
の
自
由

通
路
が
完
成
し
、

橋
上
駅
舎
と
と

も
に
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成

26
年
度
末
の
道

路
部
分
完
成
に

向
け
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

同
月
、
女
性
消
防
隊
が
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
地
域

防
災
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

11
月　

９
月
30
日
の
夕
方
、
武
州
長
瀬

駅
西
側
の
踏
切
で
遮し
ゃ
だ
ん
き

断
機
が
下
り
て
立
ち

往
生
し
て
い
た
高
齢
者
を
毛
呂
山
中
学
校

の
女
子
生
徒
３
人
が
助
け
た
こ
と
に
西
入

間
警
察
署
か
ら
表
彰
が
あ
り
、
そ
の
善
行

が
全
国
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
大
也
選
手
の
世
界
を
舞
台
と
す
る

快
挙
、
町
内
２
校
の
生
徒
が
行
っ
た
善
い

行
い
と
、
１
年
間
に
３
度
も
全
国
に
「
毛

呂
山
町
」
の
嬉
し
い
話
題
が
報
道
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
川
角

中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
第
１
期
分
が
完

了
。
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
毛
呂
山
小
学
校
２
か
所
、
泉
野
小
学

校
１
か
所
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
川
角
小
学
校
１
か
所
、
光
山
小
学
校

１
か
所
の
工
事
に
関
し
ま
し
て
も
年
度
内

に
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　

12
月　

緊
急

時
に
お
け
る
迅

速
な
救
急
活
動

が
行
え
る
よ
う
、

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
２
月

ご
ろ
か
ら
順
次

配
布
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
ま

す
。

■
今
年
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

　

道
路
整
備
事
業　

県
道
川
越
・
坂
戸
・

毛
呂
山
線
の
都
市
計
画
道
路
に
お
い
て
は

毛
呂
山
分
の
事
業
着
手
を
県
に
対
し
て
引

き
続
き
強
く
要
望
し
、
一
刻
も
早
い
完
成

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘

致
の
条
件
を
改
善
す
べ
く
環
境
整
備
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
日
化
団
地
北
側
の
踏

切
に
つ
い
て
は
、
東
武
鉄
道
と
の
協
議
が

整
い
、
拡
幅
に
向
け
た
設
計
な
ど
の
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
工
事
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
町
の
財
政
状

況
を
考
慮
し
つ
つ
、
早
期
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

川
角
駅
周
辺
整
備
事
業　

川
角
駅
周
辺

整
備
に
お
き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
学
校
や

地
域
の
代
表
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
現
在
、
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
思
索
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

で
き
る
だ
け
早
く
具
体
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
に
地
域
の
合
意
形
成
に
努
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
構
想
が
皆
さ
ま
に
示
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
者
支
援
事
業　

昨
年
、
重
点
施
策

と
し
ま
し
た
「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
つ
き
ま
し
て
、
個
人
情
報
の
関
係

か
ら
組
織
化
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
と
平
行
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
環
境
整
備
事
業　

教
育
施
策
で
は
、

川
角
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
を
引
き

続
き
実
施
し
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
も
中
学
校
か
ら
随
時
進
め

て
い
き
ま
す
。
私
の
政
策
公
約
の
大
き
な

項
目
で
も
あ
る
「
教
育
環
境
の
整
備
」
に

本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
抜
粋
し
て
今
年
の
施
策
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
毛
呂
山

町
は
い
い
町
に
な
っ
た
な
ぁ
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
が
健
康
で
幸
せ
な
１

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全国大会で銅メダルを獲得した女性消防隊西入間警察署から感謝状を受けとる毛呂山中学校生徒 知事の前で川角中学校の共助事例を発表
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◆◆ 町県民税 ･確定申告の受付日程表 ◆◆

申告期間 　2月17日（月）～3月17日（月）
　還

かん ぷ

付申告の人　　　2月４日（火）
　年金収入のみの人　2月５日（水）、６日（木）、７日（金）、10日（月）
受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時（混雑状況により、午前中に受付をしても相談が午後になる場合があります）
相談場所　毛呂山町役場　２階会議室
問 合 せ　町県民税について／役場税務課町民税課税係　ｔ（295）2112 内線195・196

所得税等について／申告案内コールセンター（申告案内窓口）ｔ（235）9411

町県民税 ･所得税等の
申告のお知らせ

町県民税 ･所得税等の
申告のお知らせ

次の人は税務署で申告してください。
●土地、家屋、株式、ゴルフ会員権な
どの譲渡所得のある人

●青色申告の人
●平成24年分以前の申告をする人
●国外に居住する人を扶養している人
●山林所得のある人
～上記の人は町会場で申告できません～

申告のご注意‼

受 付 日 受　　付　　地　　区　　な　　ど
午前（９時～11時） 午後（１時～４時）

２月　４日（火） 還付申告の人
給与所得者で、医療費控

こうじょ

除または住宅借
かりいれきん

入金等特別控除の対象となるため、所得税
の還付申告をする人

２月５日・６日・７日・10日の受付地区は、大字（町名）です
２月　５日（水）

年金収入
のみの人

大字岩井・下川原、平山、岩井東 大字小
こ だ や

田谷・苦
にがばやし

林、中央
２月　６日（木） 大字大谷木・前久保、南台 大字西

さいど

戸・葛
つづらぬき

貫・毛呂本郷
２月　７日（金） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月 10日（月） 大字川角・長瀬、岩井西 大字阿
あ す わ

諏訪・大類・権
ごんげんどう

現堂・宿
しゅくや

谷・滝ノ入・西大

久保・箕
み の わ だ

和田、目白台
２月 17日以降の受付地区は、行政区です

２月 17日（月） 上町、中町、毛呂病院ケアハウス 下町、金
かねづか

塚、埼玉医大、ジョイム毛呂山
２月 18日（火） 東

とううん

雲、小田谷、西
にしうら

裏団地 平山、平山ニュータウン
２月 19日（水） 前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台
２月 20日（木） 沢田 大

だいし

師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会
２月 21日（金） 大師一区 長瀬一区、総庭団地
２月 22日（土） 指定日に来られない人
２月 24日（月） 長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地
２月 25日（火） 滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪
２月 26日（水） 大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日

にっせい

生団地
２月 27日（木） 第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地
２月 28日（金） 第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西

にしはら

原団地
３月　１日（土） 指定日に来られない人
３月　３日（月） 第三団地 毛呂山台
３月　４日（火） 角

つのき

木団地 学園台、日
にっか

化団地、旭台団地（北・南）
３月　５日（水） 川角、玉

ぎょくりんじ

林寺 むさし野自治会、谷
やばた

端団地
３月　６日（木） 西大久保 旭台、旭台（大）、大類、苦林
３月　７日（金） 下川原 西戸、東

とうはら

原団地
３月 10日（月） 市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会
３月 11日（火）

指定日に来られない人
３月 12日（水）
３月 13日（木）
３月 14日（金）
３月 17日（月）
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得
が
あ
っ
た
人

※
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
て
い
る
配

当
所
得
に
関
し
て
は
申
告
不
要
で

す
が
、
申
告
し
た
場
合
、
総
合
課

税
と
な
り
ま
す
。

◦
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
人

◦
所
得
の
な
い
人
（
申
告
書
裏
面

の
「
９　

所
得
が
無
か
っ
た
人

の
記
載
欄
」
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
等
の
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
が
あ
る
人

◦
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

◦
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

◦
平
成
25
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入

　

今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
等

の
申
告
受
付
が
、
２
月
17
日
月
か

ら
３
月
17
日
月
ま
で
の
期
間
に
行

わ
れ
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付

は
、
前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
指

定
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
ま
た
は
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の

申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
日
以
外

の
申
告
受
付
日
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
22
日

土
・
３
月
１
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
23
日
日
・

３
月
２
日
日

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
毛

呂
山
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

◦
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、地
代
・

家
賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所

金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

事
業
所
得
の
申
告
は
、
で
き
る

だ
け
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

◦
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
原
則
と
し
て
平
成
25
年

分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◦
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収

書
か
ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を

整
理
、
計
算
し
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
等
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に
該

当
す
れ
ば
還
付
申
告
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
一
緒
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
、
平
成
25
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
合
計
金
額
か

ら
、
健
康
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に

総
所
得
金
額
等
の
５
％
（
10
万
円

が
上
限
）を
差
し
引
い
た
残
額
が
、

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）

②
平
成
25
年
中
の
医
療
費
の
領
収

書
・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
も
の
（
事
前

に
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計

を
計
算
し
て
く
だ
さ
い
）

③
印
鑑　

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自

己
の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取

得
、
ま
た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た

人
で
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま

る
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
税
制
改
正
に
よ
り
平
成　

年

か
ら
平
成　

年
ま
で
の
間
に
入
居

し
た
場
合
、
所
得
税
か
ら
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
額
を
引
き
き
れ

な
か
っ
た
人
は
、
住
民
税
（
所
得

割
）
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

に
入
居
し
た
場
合
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
に
と
も
な
い
、
所

得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人

は
、
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控

除
で
き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す

が
、
年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給
与

所
得
者
は
、
住
民
税
の
申
告
が
不

要
に
な
り
ま
し
た
。

●
雑
損
控
除

　

火
災
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受

け
た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
２

０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た

場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の

住
所
地
の
市
町
村
に
、
平
成
25
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
１
月
31

日
金
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報

告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
専
従
者

や
従
業
員
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
25
年
中
に
土
地
・
建
物
・

山
林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換

し
た
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
は
、
税

務
署
で
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
に

し
た
が
っ
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
青
色
申
告
の
人
は
税

務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

申
告
は
で
き
る
だ
け
指
定
日
に

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日

町
県
民
税
の
申
告

所
得
税
等
の
申
告

還
付
申
告

申告のお知らせ

21

29
11

18
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●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
３
月

31
日
月
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

申
告
期
間
／
２
月
３
日
月
か
ら

３
月
17
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
17
日
月

※
申
告
書
の
作
成
に
は
、
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の

混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
を
早
め
に

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い

た
め
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
お

車
で
の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
川
越
税
務
署
は
、「
Ｊ
Ｒ
南

古
谷
駅
」か
ら
徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
２
月
23
日
日
、
３
月
２
日
日
に

限
り
、
川
越
税
務
署
会
場
の
み
確

定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
済
の

申
告
書
な
ど
は
、
必
要
書
類
と
と

も
に
、
郵
送
ま
た
は
税
務
署
の
時

間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ

至ふじみ野市

至川越市街

至川越 JR川越線 至大宮

スーパーマーケット

川越税務署

コンビニエンス
ストア

南古谷駅

県道川越・新座線　　至富士見市

県
道

並
木・川
崎
線

南古谷
駐在所

川越税務署

川越税務署

南古谷
駅前
南古谷
駅前

N

川越税務署地図

　

平
成
25
年
分
の
申
告
期
間
お
よ

び
納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
な
ど
の
作
成
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
添
付
書

類
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、「
自
分
で
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
す
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
所
得
税
等
の
確
定
申
告

申
告
期
間
／
２
月
17
日
月
か
ら

３
月
17
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
17
日
月

と
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０
―
８
６
６
６
川
越
市
大

字
並
木
４
５
２
―
２
川
越
税
務
署

※
控
え
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明

記
の
う
え
、切
手
貼
付
済
の
も
の
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
申
告
や
、

法
定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書

の
交
付
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
手
続
き

を
行
え
る
も
の
で
す
。
納
税
に
つ

い
て
も
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利

用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告
が
で

き
、
確
定
申
告
書
な
ど
の
各
種
用

紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税

等
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載

内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
で
き
ま
す
（
申
告
期
限
か
ら
５

年
間
は
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

◎
還
付
金
は
早
期
処
理
を
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ　

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に

遅
れ
る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便

利
・
確
実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

税
務
署
ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関

に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

所
得
税
／
４
月
22
日
火

消
費
税
／
４
月
24
日
木

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
る
還
付
金
の
受
取
り
が
た
い
へ

ん
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
、
申
告
の
際
、

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金

の
種
類
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に

記
入
す
る
だ
け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な

ど
の
変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
や
姓
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口

で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

２
月
12
日
水
～
３
月
５
日

水
午
前
９
時
～
11
時
（
相
談
開

始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）、
午
後
１
時
～
３
時
（
土
・

日
は
お
休
み
）

※
混
雑
時
に
は
、
受
付
終
了
時
間

前
で
も
、
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
の
み
の
人
で
医
療
費
控
除
や

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
、

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の
申

告
を
す
る
人
、
給
与
所
得
者
で
平

成
25
年
中
に
退
職
を
し
た
な
ど
、

年
末
調
整
が
お
済
み
で
な
い
人

※
当
会
場
は
、
関
東
信
越
税
理
士
会
川

越
支
部
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

※
源
泉
徴
収
税
額
の
な
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
、
右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、

税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１

階
（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
等
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー

タ

ッ

ク

ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
!!

申告のお知らせ

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　申告案内コールセンター
　（申告案内窓口）ｔ（235）9411
※自動音声応答に従い「0」番を選
択してください
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国
民
健
康
保
険
に

　
　
加
入
の
皆
さ
ん
へ

●
税
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
額
以
下
の
収
入
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

額
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
軽
減
に
該
当
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
世
帯
ご
と
に
加
入
者

お
よ
び
世
帯
主
の
申
告
状
況
を
も

と
に
し
て
判
定
し
ま
す
の
で
、
軽

減
に
つ
い
て
の
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
納
付
額
の
確
認
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額

は
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
お
手
数
で
も
ご
自
身
で
領
収

証
の
領
収
日
と
金
額
を
確
認
の
う

え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
課
ま
で
来
庁
い
た

だ
け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
額
確
認
書
を
無
料
で
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

や
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
全
員
の
確
定
申
告

ま
た
は
住
民
税
申
告
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
学
生
や
家
族
の

扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び

収
入
の
全
く
な
い
人
も
、
申
告
が

毎
年
必
要
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
、

給
与
の
み
の
収
入
で
勤
務
先
か
ら

町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人
や
、
平
成
26
年
４
月

１
日
に
お
い
て
16
歳
未
満
で
収
入

の
全
く
な
い
人
は
、
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
高
額
療

養
費
な
ど
が
正
し
く
計
算
で
き
な

い
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

税
額
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。申
告
方
法
に
つ
い
て
は
、

こ
の
広
報
の
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
普
通

徴
収
（
納
付
書
納
付
お
よ
び
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
に
加
え
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

よ
る
納
付
）
が
平
成
20
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

要
件
は
左
記
の
と
お
り
で
、
全

て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
主
が
、

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
３

月
下
旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し

ま
す
。
す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
基
本
的
に

は
２
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額

を
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金

か
ら
仮
徴
収
税
額
と
し
て
徴
収
し

ま
す
。
平
成
26
年
度
の
年
税
額
に

つ
い
て
は
、
年
度
当
初
（
７
月
）

の
納
税
通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中

の
収
入
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
正
し
い
年
税
額
は
、
所

得
確
定
後
の
７
月
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
税
額
を
年
金
保
険
者
に
通
知

す
る
の
に
、
さ
ら
に
２
か
月
以
上

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

特
別
徴
収
が
開
始
に
な
る
人
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
額
を
６
等
分
し
た
額
を
便
宜

上
「
仮
徴
収
」
と
し
て
４
月
・
６

月
・
８
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

し
、
確
定
し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴

収
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を

３
等
分
し
、「
本
徴
収
」
と
し
て
、

10
月
・
12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
の
提
出
に
よ
っ
て
、
口
座

振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
人
は
、

税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の

い
ず
れ
の
方
法
で
納
付
し
て
も
、

税
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
世
帯
主
以
外
の
口
座
を
指

定
し
た
場
合
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
面
で
は
、
口
座
所
有
者
が

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
た
め
、
税
額
に
影
響
が
で

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
保
険
者
に
通
知
す

る
な
ど
所
定
の
手
続
き
を
へ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
受
付

後
に
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

実
際
に
停
止
す
る
ま
で
３
か
月
程

度
を
要
し
ま
す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳

な
ど
の
口
座
番
号
の
わ
か
る

物
、
預
貯
金
口
座
の
届
出
印

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
申
込
み
の
手
続

き
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
印
鑑

だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線

１
９
５
・
１
９
６
、
納
付
額
に

つ
い
て
／
役
場
税
務
課
納
税
係

ｔ
内
線
１
９
３
・
１
９
４

仮
徴
収
と
本
徴
収

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

平
成
25
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国保マスコット健康まもるくん

●特別徴収の要件●
・ 世帯主本人が国民健康保険加入者。
・ 加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯。
・ 世帯主が公的年金を年額 18万円以上受給
している。

・ 世帯主の介護保険料が年金から特別徴収さ
れている。

・ 介護保険料と国民健康保険税の合計額が、
世帯主の年金受給額の 2分の１を超えて
いない。
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わだいの　　　選特
～カメラルポ～

ず香る、晩秋の山歩き 国のゆるキャラが大集合

『第 15回ゆずの里ウォーク』 『ゆるキャラさみっと in羽
はにゅう

生』

　11 月 23 日、『第 15 回ゆずの里ウォーク』が開催さ
れました。今年は、約 1,900 人が参加し、毛呂山町の
豊かな自然を歩きながら、里山の風景を楽しみました。

　11 月 23・24 日に開催された『ゆるキャラさみっ
と in 羽生』にもろ丸くんが参加。ギネス登録の集合
写真におさまるなど全国へ毛呂山町を PR しました。

ゆ 全

心への備えがまたひとつ ながらの脱穀機を初体験！

『災害に強いまちづくり協定書調印式』 川角小５年生が『脱穀』を体験

　11 月 22 日、公益社団法人埼玉県接骨師会と『災
害時における傷病者の応急処置活動に関する協定
書』が調印されました。

　11 月 13 日、川角小学校で 10 月に刈り取った稲の脱
穀が行われました。足踏式脱穀機を初めて見た児童たち
は大興奮。最後まで楽しみながら稲作を学びました。

安 昔

域の安全を守ります とことで伝える本の魅力

『西入間支部・消防署連合特別点検』 『もろやま本の帯
　コピーライター賞』授賞式

　11 月 10 日、泉野小学校で消防署・消防団による連
合特別点検が行われました。また当日は、防火ポスター
の表彰や女性消防操法大会の結果報告も行われました。

　11 月 10 日、『もろやま本の帯コピーライター賞』
の授賞式が行われました。今年は 618 点の応募があ
り、泉野小学校の橋

はしくら

倉壮
そ う し

士くんが大賞を受賞しました。

地 ひ
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打ちそばに舌鼓！ 分たちで育てたお米は格別！？

『第２回毛呂山そばまつり』 泉野小５年生の『餅つき』

　12 月１日、大類館で『第２回毛呂山そばまつり』
が開催されました。町内外から多くの人が集まり、毛
呂山産のそば粉を使用したそばの味を堪

たんのう

能しました。

　12 月６日、泉野小学校で餅つきが行われました。田
植えからかかわってきたお米を食べ、児童たちは稲作
の苦労を感じながらも、その美味しさに大満足でした。

手 自

間の想いも襷
たすき

リレー 色に染まる紅葉にうっとり

『黒山・鎌北湖駅伝大会』 『鎌北湖紅葉まつり』

　12 月１日、総合公園をスタートとする『黒山・鎌北
湖駅伝大会』が行われました。今年も多くのチームが
参加し、25.5km 先のゴールをめざし襷を繋

つな

ぎました。

　11 月 24 日、『鎌北湖紅葉まつり』が開催され、恒
例のゆず娘撮影会や民謡連盟による踊りなどが行わ
れ、訪れた人は美しい紅葉とあわせて楽しみました。

仲 茜

の実りを楽しむ、町の祭典

『第 20回毛呂山町産業まつり』

　11 月 16・17 日に行われた『第 20 回毛呂山町産業まつり』
には２日間で約１万６０００人が訪れ、毛呂山の秋の実りを楽
しみました。16 日は友情都市である宮崎県木城町も参加し、
大いに盛り上がりました。

秋
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紐ひ
も

を
通
す
、
結
ぶ
、
ス
ナ
ッ
プ
を
は
ず

す
、
ま
た
付
け
る
…
。
布
絵
本
は
見
る
、

読
む
だ
け
で
な
く
幾
通
り
に
も
か
た
ち
を

変
え
て
読
み
手
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

図
書
館
で
活
動
す
る
『
あ
れ
あ
れ
』
は
、

布
絵
本
製
作
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

で
あ
る
。

　

楽
し
ん
で
活
動
し
た
い

　

２
年
半
前
、図
書
館
主
催
の
講
座
を
き
っ

か
け
に
発
足
し
た
『
あ
れ
あ
れ
』
は
、
毎

月
第
１
・
３
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
２
時

間
ほ
ど
活
動
を
し
て
い
る
。
各
々
が
手
元

の
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
世
間
話
や
冗
談

が
飛
び
交
う
空
間
は
や
す
ら
ぎ
の
時
間
で

も
あ
る
。
一
冊
の
布
絵
本
を
完
成
さ
せ
る

ま
で
に
約
３
か
月
。
義
務
感
や
焦
り
は
感

じ
な
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
作
業
風
景
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
に
参
加
の
き
っ
か
け
を
問
う

と
「
孫
が
生
ま
れ
て
、
自
分
の
作
っ
た
物

で
遊
べ
る
と
い
い
と
思
っ
て
講
座
に
参
加

し
ま
し
た
」
と
答
え
て
く
れ
た
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
『
奉

仕
の
心
』
っ
て
感
じ
が
す
る
け
れ
ど
、
そ

図書館サポートグループ

あれあれ
布絵本

審査委員賞（新井リコ賞）を受賞した
「もろやまとしょかんしょうてんがい」
※表紙にも全ページを掲載。

『第８回手作り布の絵本全国コンクール』会場にて。（群馬県桐生市）

作る過程が楽しい。人に見てもらうと嬉しい。作る本人が楽しめる。

布絵本は、おはなしコーナーの脇に
置かれ、貸し出しも行っている。

ん
な
つ
も
り
は
な
く
、
布
絵
本
作
り
が
楽

し
い
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
」
と
別
の
メ
ン

バ
ー
が
話
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
忙
し
い

と
き
は
決
し
て
無
理
を
し
な
い
。
で
も
、

行
く
と
楽
し
い
か
ら
自
然
と
足
が
向
く
。

　

個
人
で
も
布
絵
本
製
作
を
行
う
メ
ン

バ
ー
は
、
活
動
の
魅
力
を
「
ひ
と
り
で
作

る
と
ペ
ー
ス
に
波
が
あ
っ
た
り
、
作
り
方

が
自
己
流
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
サ
ー

ク
ル
な
ら
教
え
合
え
る
し
、
来
れ
ば
誰
か

が
い
る
の
で
行
こ
う
と
自
然
に
思
え
る
の

で
す
」
と
語
る
。

　

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
作
る
。

『
あ
れ
あ
れ
』
の
作
品
に
感
じ
ら
れ
る
親

し
み
や
す
さ
、
あ
た
た
か
さ
は
サ
ー
ク
ル

全
体
の
雰
囲
気
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
る
。

　

夏
休
み
の
宿
題
が
全
国
大
会
に

　

平
成
25
年
の
夏
、
サ
ー
ク
ル
内
で
夏
休

み
の
宿
題
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
町
の

商
店
」
を
モ
チ
ー
フ
に
１
ペ
ー
ジ
作
る
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
「
ひ
と
り
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
の

で
す
が
、
細
か
い
打
ち
合
わ
せ
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
家
で
作
業
し
た
か
ら
、
お
互

い
が
ど
ん
な
も
の
を
作
っ
て
る
の
か
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
内
容
が
重
複
し
て

も
そ
の
時
は
そ
の
時
に
考
え
る
こ
と
と

し
、
町
内
の
店
舗
を
巡
っ
て
取
材
を
し
た

り
、
ペ
ー
ジ
を
作
り
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を

固
め
て
い
っ
た
り
と
、
製
作
過
程
も
楽
し

ん
だ
。
そ
し
て
提
出
日
、
並
べ
ら
れ
た
宿

題
は
圧
巻
だ
っ
た
。

　
「
持
ち
寄
っ
た
作
品
を
見
た
ら
、
感
動

し
ち
ゃ
っ
て
…
。
そ
れ
で
ち
ょ
う
ど
応
募

時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
そ
う
っ
て
声
が
出
た
ん
で
す
よ
」
と
メ

ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
夏
休
み
の
宿
題
は
『
第
８
回
手

作
り
布
の
絵
本
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
出

展
さ
れ
た
。『
あ
れ
あ
れ
』
の
個
性
と
魅

力
が
一
枚
一
枚
に
込
め
ら
れ
た
『
も
ろ
や

ま
と
し
ょ
か
ん
し
ょ
う
て
ん
が
い
』
は
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
詰
ま
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
い

作
品
と
の
講
評
を
受
け
、審
査
委
員
賞（
新

井
リ
コ
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　
「
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
す
た
め
に
作
っ
た

物
で
は
な
い
が
、
受
賞
は
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
は
振
り
返
る
。

　

嬉
し
い
・
楽
し
い
。『
あ
れ
あ
れ
』
は

も
の
づ
く
り
に
最
も
大
切
な
心
を
自
然
に

持
ち
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
そ
う
感
じ

さ
せ
る
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

審査委員賞（新井リコ賞）を受賞した審査委員賞（新井リコ賞）を受賞した

キ
ラリ
輝いてます！
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介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

利用できるサービス　

昭
和
20
年
代
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
自
然
の
素
材
を
利
用
し
て
、
自

分
た
ち
の
手
で
作
る
道
具
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
藁わ

ら

で
作
る
「
蓑み

の

」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

藁
蓑
は
、
畑
仕
事
の
時
の
防
寒
着
や
泥

除
け
と
し
て
用
い
ら
れ
る
蓑
で
す
。
一
番

の
特
徴
は
、
通
気
性
と
保
温
性
に
優
れ
て

暖
か
い
こ
と
で
、
肌
寒
い
梅
雨
時
の
畑
仕

事
で
は
蒸む

れ
ず
に
作
業
が
で
き
る
の
で
、

た
い
へ
ん
重
宝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩

の
時
に
は
座
る
た
め
の
敷
物
や
日
差
し
避

け
な
ど
に
も
利
用
し
ま
し
た
。
唯
一
の
欠

点
は
、
雨
に
濡
れ
て
し
ま
う
と
重
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
、
濡
れ
た
蓑
を
着
て
の

農
作
業
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　

西
戸
の
浅
見
甚じ

ん
ぺ
い平
さ
ん
は
、
15
歳
の
時

に
大
類
の
吉
田
金
作
さ
ん
の
蓑
作
り
を
見

様
見
真
似
で
習
い
、
数
多
く
の
蓑
を
作
っ

て
き
た
藁
蓑
作
り
の
名
人
で
し
た
。
蓑
作

り
は
、
は
じ
め
に
シ
ョ
イ
ナ
ワ
（
あ
る
い

は
ク
ビ
ナ
ワ
）
と
い
う
首
の
回
り
を
め
ぐ

る
縄
に
藁
を
か
け
、
そ
の
後
も
藁
と
縄
を

編
み
込
み
な
が
ら
、
背
中
の
部
分
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
胸
か
ら

腹
に
か
け
て
の
前
の
部
分
を
繋つ

な

げ
て
完
成

し
ま
す
。
浅
見
さ
ん
は
、「
自
分
で
着
る

も
の
は
自
分
で
作
る
、
と
い
う
昔
の
や
り

方
が
あ
っ
た
か
ら
、
蓑
に
は
値
段
は
な
く
、

頼
ま
れ
る
と
作
っ
て
あ
げ
て
い
た
。
首
ま

わ
り
と
袖そ

で

の
部
分
を
つ
く
る
の
が
難
し
く
、

見
栄
え
が
良
い
も
の
を
作
る
の
に
苦
労
し

た
」
と
蓑
作
り
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
30
年
代
以
降
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
雨あ

ま

合が
っ
ぱ羽

の
普
及
や
農
作
業
の
効
率
化
に
よ
り
、

農
作
業
の
現
場
か
ら
蓑
は
姿
を
消
し
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
蓑
を

作
れ
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
蓑
作
り
を
は
じ
め
と
し
た
藁

細
工
の
技
術
は
、
正
月
の
注し

め
な
わ

連
縄
飾
り
や

出い
ず
も雲
伊い

わ

い
波
比
神
社
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
で
用
い
る

朝あ
さ
ま
と
う

的
の
藁
の
的
作
り
の
場
面
な
ど
で
用
い

ら
れ
て
お
り
、
年
中
行
事
や
祭
礼
行
事
の

な
か
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
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蓑
みの

と藁
わら

細
ざ い く

工
～生活の中に生きる技術～

毛呂山の職人⑥

藁蓑作りの名人だった
故浅見甚平さん

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
窓
口

　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

　
　

内
線
１
２
２

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

　
　

内
線
１
５
６
・
１
５
７

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
⑤

　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
自
宅
へ
の
訪
問
や
施
設
に
通
っ
て
利
用

す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
地
域
に
根
ざ
し
て
利
用
す
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
所
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
住
宅
改
修
・

福
祉
用
具
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
で

　

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

要介護度 利用限度額
（１か月）

自己負担
（１割）

要支援１ 49,700 円 4,970 円
要支援２ 104,000 円 10,400 円
要介護１ 165,800 円 16,580 円
要介護２ 194,800 円 19,480 円
要介護３ 267,500 円 26,750 円
要介護４ 306,000 円 30,600 円
要介護５ 358,300 円 35,830 円
介護保険サービスを利用したときは、
原則として利用料の１割を支払いま
す。なお、要介護度ごとに１か月の
利用限度額が決められています。

サービスの利用限度額（１か月）

その他の利用

福祉用具貸与

住宅改修費

手すりの取り付け、段差
の解消など小規模な住宅
改修を行ったときに住宅
改修費（同一住宅で限度
額 20 万円・自己負担１
割）を支給します。

福祉用具購入

ポータブルトイレや入浴
補助用具など身体に直接
触れる５種類の福祉用具
の購入費（年間で限度額
10 万円・自己負担１割）
を支給します。

車いすや特殊寝台など13種類の福祉用具を貸与します。

通
所
で
利
用

通所リハビリ
介護老人保健施設や病
院・診療所で、日帰り
の機能訓練などが受け
られます。

通所介護
デイサービスセンター
で、食事・入浴などの
介護や機能訓練が日帰
りで受けられます。

短期入所
介護老人福祉施設など
に短期間入所して、食
事・入浴などの介護や
機能訓練が受けられま
す。

自
宅
で
利
用

訪問看護
看護師などが訪問し、
床ずれの手当てや点滴
の管理などを行います。

訪問介護
ホームヘルパーが訪問
し、身体介護や生活援
助を行います。

訪問入浴介護
移動入浴車などで訪問
し、入浴の介助を行い
ます。

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師、
歯科衛生士などが訪問
し、薬の飲み方など療養
上の管理・指導をします

訪問リハビリ
リハビリ（機能回復訓
練）の専門家が訪問し、
リハビリを行います。
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休日納税相談窓口　１月26日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　１月26日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

　

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

必
ず
受
給
資
格
証
（
水
色
）
と
健

康
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
登
録
申
請
が
お
済
み
で

な
い
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
対
応
で
き
な
い

の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

役
場
子
ど
も
課
児
童
係
ｔ
内

線
１
１
３
・
１
１
４

　

平
成
26
年
４
月
に
町
内
公
立

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど

も
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

場　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し

ま
す
。
ま
た
、
各
校
と
も
駐
車
場

が
な
い
た
め
、
車
で
の
来
校
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

務
係
ｔ
内
線
５
３
１

　

平
成
26
・
27
年
度
の
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
の
申
請
登
録

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間　

２
月
３
日
月
〜
21
日

金
申
請
場
所
・
問　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
ｔ
２
９
４
―
２
２
４
２

　

広
報
も
ろ
や
ま
12
月
１
日
号
16

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
武
州
長
瀬

駅
自
由
通
路
の
壁
面
広
告
を
募
集

し
ま
す
」
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

市
整
備
係
ｔ
内
線
１
４
６

　
「
平
成
25
年
度
越
生
・
毛
呂
山

班
児
童
生
徒
美
術
展
」お
よ
び「
越

生
・
毛
呂
山
班
特
別
支
援
学
級
児

童
生
徒
合
同
作
品
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

知
ら

お

せ

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
払
い

廃
止
に
つ
い
て

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業

者
の
申
請
登
録
に
つ
い
て

町
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す

「
美
術
展
お
よ
び
作
品
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問い合わせ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

お
詫
び
と
訂
正

学校名 入学説明会日時 受付時間

毛呂山小学校 ２月　７日金 13:55 13:30 ～ 13:50

川角小学校 ２月　７日金 14:00 13:45 ～ 14:00

光山小学校 ２月 12日水 14:50 14:00 ～ 14:50

泉野小学校 ２月　７日金 13:40 13:20 ～ 13:40

毛呂山中学校 ２月　６日木 14:30 14:00 ～ 14:30

川角中学校 ２月 12日水 14:30 14:10 ～ 14:30

◆小・中学校入学説明会日程表◆

①縦1,030mm×横 1,456mm
　１枠につき　月額 10,000 円
　　　　　　　　（募集枠　４枠）
②縦 1,030mm×横 728mm
　１枠につき　月額 5,000 円
　　　　　　　　（募集枠 10枠）
①縦 728mm×横 515mm
　１枠につき　月額 2,500 円
　　　　　　　　（募集枠　２枠）

広告使用料など
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出
金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を

国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
人
】

１
．
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２
．
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び

三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年

間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る

人
は
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）

【
届
出
の
方
法
】

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役

場
か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

申
請
場
所
・
問　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
あ
る
申
請
書
に
収

入
を
証
明
で
き
る
書
類
（
②
〜

④
に
つ
い
て
は
証
明
す
る
書
類

の
写
し
）
を
添
付
し
て
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
係
ｔ

内
線
５
３
１
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替

に
す
る
と
、
支
払
い
に
行
く
手
間

と
時
間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、
支

払
方
法
を
早
割
・
前
納
で
納
付
す

る
と
保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
、
た

い
へ
ん
お
得
で
す
。

【
割
引
額
】

◆
早
割　

当
月
分
の
保
険
料
を
当

月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
、

月
々
50
円
の
割
引
で
す
。

◆
６
か
月
前
納　

半
年
分
の
保
険

料
を
、
４
月
末
・
10
月
末
に
引

き
落
と
す
方
法
で
、
平
成
25
年

度
は
、
年
２
０
６
０
円
（
※
）

の
割
引
で
す
。

◆
１
年
前
納　

１
年
分
の
保
険

料
を
、
４
月
末
に
引
き
落
と
す

方
法
で
、
平
成
25
年
度
は
、
年

３
７
８
０
円（
※
）の
割
引
で
す
。

◆
２
年
前
納　

２
年
分
の
保
険
料

を
、
４
月
末
に
引
き
落
と
す
方

法
で
、
２
年
間
で
約
１
万
４
０

日　

１
月
25
日
土
・
26
日
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

場　

越
生
町
中
央
公
民
館
体
育
館

（
越
生
町
大
字
越
生
９
１
７
）

問　

越
生
中
学
校
ｔ
２
９
２
ー

３
１
１
４
、
毛
呂
山
小
学
校
ｔ

２
９
４
ー
０
０
０
９

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
25
年
度
ま
た
は
平
成

26
年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の

決
定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委

員
会
が
認
め
た
人

①
生
活
保
護
が
停
止
あ
る
い
は
廃

止
に
な
っ
た
人

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人

③
町
民
税
が
減
免
あ
る
い
は
非
課

税
に
な
っ
た
人

④
国
民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
人

⑤
こ
の
ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収
入

が
少
な
く
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
人
で
、
教
育
委
員
会
が
認
め

た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。た
だ
し
、

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

て
は
３
月
12
日
水
ま
で
。

　

０
０
円
（
※
）
の
割
引
で
す
（
平

成
26
年
４
月
よ
り
始
ま
る
口
座

振
替
方
法
で
す
）。

※
割
引
額
は
年
度
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届

出
印
）
し
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
に
郵
送
ま
た
は
、年
金
事
務
所
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
申
込
み
期
限
】

　

２
年
前
納
、
１
年
前
納
お
よ
び

上
期
６
か
月
前
納
（
４
月
分
か
ら

９
月
分
）
は
、
２
月
末
ま
で
に
、

下
期
６
か
月
前
納
（
10
月
分
か
ら

翌
３
月
分
）
は
、８
月
末
ま
で
に
。

問　

川
越
年
金
事
務
所
ｔ
２
４
２

―
２
６
５
７
（
川
越
市
脇
田
本
町

15
―
13
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
３
階
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者
医

療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当
さ

れ
て
い
て
も
届
出
が
な
い
と
、
拠

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
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角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
川
越

（
オ
フ
ィ
ス
）」
が
あ
り
ま
す
。
オ

フ
ィ
ス
で
は
年
金
事
務
所
と
同
様

の
ご
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
ご
予
約
い
た
だ
い
た
時
間
に

お
待
ち
す
る
こ
と
な
く
ご
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
年
金

証
書
・
振
込
通
知
書
な
ど
の
再
発

行
業
務
な
ど
は
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
）。
ご
相
談
は
完
全
予
約

制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必

ず
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
、
年
末
か
ら
春
先
（
特
に

年
始
の
期
間
）
に
か
け
て
は
、
来

訪
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
年
金
の
ご
相

談
は
、
比
較
的
待
ち
時
間
の
少
な

い
時
間
帯
や
「
街
角
の
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
川
越
（
オ
フ
ィ
ス
）」

を
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

川
越
年
金
事
務
所
☎
２
４
２

―
２
６
５
７
（
川
越
市
脇
田
本

町
15
―
13
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
３

階
）、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
川
越
（
オ
フ
ィ
ス
）
ｔ

２
９
１
―
２
８
２
０
（
川
越
市

脇
田
本
町
16
―
23
川
越
駅
前
ビ

ル
８
階
）

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

INFORMATION

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
消
費

税
法
改
正
の
お
知
ら
せ
（
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
関
係
）」
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

ｅ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

s
h
ira
b
e
ru
/ip
p
a
n
jo
h
o
/

p
a
m
p
h
/s
h
o
h
i/k
a
is
e
i

/201304.h
tm

問　

川
越
税
務
署
ｔ
２
３
５
―

９
４
１
１

　

警
察
で
は
、
１
月
10
日
を
『
１

１
０
番
の
日
』
と
し
て
１
１
０
番

の
正
し
い
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

県
警
察
に
は
年
間
70
万
件
を
超

え
る
１
１
０
番
通
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
約
３
割

に
あ
た
る
約
22
万
件
が
緊
急
性
の

な
い
各
種
照
会
や
間
違
い
・
い
た

ず
ら
な
ど
の
通
報
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
通
報
が
、
緊
急
を
要
す
る

１
１
０
番
通
報
へ
の
対
応
を
遅
ら

せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・

苦
情
・
各
種
照
会
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４
８
ー
８
２
２
ー
９
１
１

０
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

日　

３
月
９
日
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
・
問　

２
月
１
日
土
か
ら
28
日

金
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

―
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

　

川
越
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
際
の
待
ち
時
間
短
縮
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
混
雑
が
続
い
て
い
る
状

況
で
す
。

　

年
金
相
談
で
来
訪
の
際
は
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
前
９
時
30
分

ま
で
の
時
間
帯
や
午
後
３
時
以
降

の
比
較
的
待
ち
時
間
の
少
な
い
時

間
帯
に
来
訪
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
駅
前
に
は
電
話
予

約
に
よ
る
来
訪
相
談
専
用
の
「
街

川
越
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支

給
対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

●
平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

●
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者
）
の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の

障
害
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
☎

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
８
％

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
税
庁
に
お
い
て
は
、
国
税
庁

『
１
１
０
番
の
日
』

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
で
す

知
ら

お

せ

上
級
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

『
消
費
税
法
改
正
』
に
つ
い
て

14広報もろやま  １月１日号



　

中
央
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び

の
体
験
と
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も

た
ち
の
交
流
事
業
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
中
央
公
民
館
」
を
、
３
月
１

日
土
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、コ
マ
回
し
や
お
手
玉
、

折
り
紙
、
竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど

不
問
）
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「物品その他」の申請は、毛呂山町役場への申請となります。埼玉県電子入札共同システムではないので、
お間違いのないようご注意ください。なお、資格の有効期間は、平成 26年４月１日から平成 27年３月 31
日までとなります。
受付期間　１月 14日火～ 31日金　午前９時～ 11時 30分、午後１時～４時（土・日は除く）
提出方法　持参または郵送（郵送は 80円切手を貼った返信用封筒を必ず同封すること）
申請要領・様式の配布　毛呂山町ホームページ（企業の方へ→入札・契約）からダウンロードできます。

 （ｈ http://www.town.moroyama.saitama.jp/）
提出先・問合せ　役場管財課契約係　ｔ（295）2112 内線 541

受付期間　２月３日月～ 14日金　午前９時～ 11時 30分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）
受付場所　西入間広域消防組合総務課総務担当　　　　　　
提出方法　持参のみ（郵送は不可）
申請書類　西入間広域消防組合総務課総務担当で配布、またはホームページからダウンロードできます。

（ｈ http://www.119nishiiruma.jp/） 
業種　業種の分類は建設・業務・物品その他の３種類です。
※申請書類は、業種別に「建設工事（ブルー）、設計・調査・測量（イエロー）、物品・その他（グリーン）」
と指定された色のA4ファイルにとじて、提出してください。
提出先・問合せ　西入間広域消防組合総務課総務担当（毛呂山町岩井 2451）ｔ（295）0147 内線 212

受付期間　２月３日月～ 14日金　午前９時～ 11時 30分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）
受付場所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
提出方法　持参または郵送（必着）
業種・申請書様式　業種別に「建設工事（イエロー）、設計・調査・測量（グリーン）、物品・その他（グレー）」
　と指定された色のA4個別フォルダにとじて、提出してください。
要領・様式の配布　組合ホームページからダウンロード（ｈ http://www.mohgesuidou.or.jp/）
提出先・問合せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合総務担当（毛呂山町大字川角 1510）ｔ（294）9333

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
２

月
５
日
水
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
ー

１
２
５
０

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
26
年
度
の

公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
欠
員
補
充
や
育
児
休
業
、
病

気
な
ど
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
教
職
員
の
代
替
な
ど
と

し
て
、
臨
時
的
任
用
教
職
員
お
よ

び
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
教
員
に
つ
い
て
は
教
員
普
通
免

許
状
、
学
校
栄
養
職
員
に
つ
い

て
は
栄
養
士
免
許
状
ま
た
は
管

理
栄
養
士
免
許
状
を
所
有
し
て

い
る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み
の

人
②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び

学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
人

※
応
募
の
際
は
「
希
望
調
書
」
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
ｔ
内
線
５
３
２
、
埼
玉

県
教
育
局
西
部
教
育
事
務
所
人

事
・
学
事
担
当
ｔ
２
４
２
―

１
８
０
５

末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

　

ま
た
、
県
警
察
で
は
、
聴
覚
に

障
害
が
あ
る
人
、
言
葉
が
話
せ
な

い
人
が
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
と

き
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
か
ら
警
察
へ
緊
急
通
報
す

る
手
段
と
し
て
メ
ー
ル
１
１
０
番

や
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ

１
１
０
番
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
メ
ー
ル
１
１
０
番

　

ｅh
ttp
://sa

ita
m
a
110.jp

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　

ｆ
０
１
２
０
ー
２
６
４
ー
１
１
０

問　

西
入
間
警
察
署
ｔ
２
８
４
ー

　

０
１
１
０

「
昔
の
遊
び
」
を
教
え
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

埼
玉
県
臨
時
的
任
用
教
職

員
・
非
常
勤
講
師
の
募
集

募
集
し
ま
す

平成 25・26年度　入札参加資格審査申請の追加受付について
■毛呂山町役場（物品その他）

■西入間広域消防組合

■毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
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29
日
▽
各
町
精
神
保
健
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介
・
交

流
な
ど

対　

町
内
在
住
、
在
勤
で
精
神
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
、
関
心
の
あ
る
人

定　

22
日
▽
40
人
程
度
（
２
町
で

調
整
）、
29
日
▽
30
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
・
問　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協

議
会
☎
２
９
５
―
３
１
１
１

（
電
話
可
）

　

い
つ
も
は
子
ど
も
た
ち
が
聞
い

て
い
る
「
お
は
な
し
」
を
、
大
人

も
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　

１
月
29
日
水
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

対　

大
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
前

も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
ー
１
０
１
５

日　

３
月
16
日
日
午
前
９
時
か
ら

場　

総
合
公
園
体
育
館

内
容　

混
合
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

申
・
問　

２
月
６
日
木
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
ー
８

２
８
２
に
申
込
み

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
自
然
・
文
化
・
歴

史
を
『
新
毛
呂
山
町
史
』
か
ら
解

き
明
か
し
ま
す
。

第
３
回　
「
毛
呂
山
の
鍾
乳
洞

　

あ
ざ
穴
」

日　

１
月
26
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

西
川
正ま
さ
み己

さ
ん
（
毛
呂
山

町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

定　

先
着
40
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

申
・
問　

１
月
25
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
ー
８

２
８
２
に
申
込
み

　

消
防
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
加
型
の
出
初
式
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
、
ご
家
族

INFORMATION

校
卒
業
生
）、
東
公
民
館
（
川

角
中
学
校
卒
業
生
）

※
前
記
以
外
の
対
象
者
は
、
最
寄

り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

※
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
付

し
ま
し
た
が
、
未
着
ま
た
は
住
民

登
録
の
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１
・
５

２
２

　

江
戸
時
代
の
武
士
の
手
紙
と
俳

句
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
を
読
み
な

が
ら
、
当
時
の
毛
呂
山
町
の
歴
史

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日　

２
月
８
日
土
、
22
日
土
、
３

月
８
日
土
（
全
３
回
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

内
野
勝ま
さ
ひ
ろ裕
さ
ん
（
毛
呂
山

町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
委

員
長
）、
岡
田
昌ま
さ
は
る晴
さ
ん
（
歴

史
民
俗
資
料
館
専
門
調
査
員
）

定　

先
着
20
人

料　

無
料

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

持
ち
物　

筆
記
用
具

揃そ
ろ

っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

１
月
12
日
日
午
前
９
時
〜
11

時
場　

鳩
山
町
中
央
公
民
館
駐
車
場

イ
ベ
ン
ト
内
容　

消
防
車
搭
乗
体

験
、起
震
車
体
験
、模
擬
店
（
豚

汁
、
焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
な
ど

の
無
料
配
布
）
な
ど

※
駐
車
場
は
、
鳩
山
町
中
央
公
民

館
駐
車
場
の
舗
装
部
分
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
鳩
山
町
中
央

公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
式
典
の
み
実
施
し

ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
総
務
課
警
防
担
当
ｔ
２
９

５
―
０
１
５
４

　
「
あ
な
た
に
も
で
き
る
、
心
に

寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
、
鳩
山
町
・
毛
呂
山
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で
講
座

を
開
き
ま
す
。

日　

１
月
22
日
水
、
29
日
水
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

鳩
山
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　

22
日
▽
講
演
会
「
精
神
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

（
仮
）」
講
師
／
松
本
す
み
子
さ

ん
（
東
京
国
際
大
学
教
授
）、

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
は
じ

め
て
踊
る
子
ど
も
の
た
め
の
入
門

講
座
で
す
。

日　

２
月
１
日
土
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
（
午
前
９
時
15
分
か
ら

受
付
）

※
時
間
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

場　

東
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
ゆ
ず

内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の

基
礎

対　

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生

〜
３
年
生

定　

先
着
15
人

講
師　

土と

さ

や

佐
谷
淳
子
さ
ん

持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル

料　

無
料

申
・
問　

１
月
15
日
水
午
前
９
時

か
ら
東
公
民
館
ｔ
２
９
５
ー
２

２
７
７
に
申
込
み
（
電
話
可
・

保
護
者
同
意
書
要
提
出
）

日　

１
月
12
日
日
午
後
１
時
30
分

開
式
（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受

付
）

場　

中
央
公
民
館
（
毛
呂
山
中
学

や
さ
し
い
古
文
書
解
読
講

座

第
58
回
毛
呂
山
町
成
人
の

つ
ど
い

「
解
読　

毛
呂
山
の
歴
史
」

参
加
者
募
集

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座

第
３
回
も
ろ
丸
く
ん
カ
ッ

プ
開
催

キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
講
座

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

平
成
26
年
消
防
団
出で
ぞ
め初
式

参
加

ご

を
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　防災関係者のみならず全町民が対象のフェアです。
この機会に災害に対する理解を深めましょう！

日　時　１月19日（日）正午～午後３時
場　所　中央公民館
内　容　◎防災関係の展示　防災用品の展示、住宅
用火災警報器の啓発、煙中避難訓練、炊出訓練
など（正午から豚汁とアルファ米の試食を行い
ます）

　◎自主防災組織連絡協議会発足式
　◎西入間広域消防組合職員による
　　寸劇
　◎防災講演会（午後１時 30分～）
　　講師　山村武彦さん（防災シス
　　　　　テム研究所所長）
　　演題　大規模災害に備えて
　　定員　先着１００人　　

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

主
催　

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

問　

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
（
埼
玉
県
福
祉
部
障
害
者
福

祉
推
進
課
内
）
ｔ
０
４
８
―
８

３
０
―
３
３
１
２

日　

２
月
12
日
水
午
後
２
時
〜
４

時（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国
際

会
議
室
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

桜
木
町
１
―
７
―
５
）

演
題　

リ
ウ
マ
チ
と
骨こ
っ
と
う頭

壊え

し死
手

術
療
法

講
師　

織
田
弘
美
医
師
（
埼
玉
医

科
大
学
整
形
外
科
・
脊せ
き
つ
い椎

外
科

診
療
科
長
、
主
任
教
授
）

対　

リ
ウ
マ
チ
患
者
本
人
、
ご
家

族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

定　

先
着
１
８
０
人

料　

無
料

申
・
問　

埼
玉
県
難
病
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
６

８
―
３
３
５
１
、
ｆ
０
４
８
―

７
６
８
―
２
３
０
５
へ
申
込
み

（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）

日　

２
月
７
日
金
午
後
１
時
〜
４

ル
で
、
ほ
の
ぼ
の
と
楽
し
み
た

い
「
ほ
の
ぼ
の
ブ
ロ
ッ
ク
」
と

ガ
ン
ガ
ン
勝
ち
進
み
た
い
「
熱

血
ブ
ロ
ッ
ク
」
で
各
８
チ
ー
ム

ず
つ
募
集
し
ま
す
。
登
録
人
数

は
、
１
チ
ー
ム
12
人
ま
で
登
録

可
（
コ
ー
ト
内
で
は
必
ず
女
子

３
人
、男
子
３
人
で
構
成
）。ネ
ッ

ト
の
高
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
24
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
行
い
ま
す
。

参
加
資
格　

18
歳
以
上
で
町
内
在

住
、
在
勤
者
お
よ
び
そ
の
友
だ

ち
や
家
族
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
い
る
人
な
ど

申
・
問　

２
月
21
日
金
ま
で
に
用

紙
に
①
参
加
ブ
ロ
ッ
ク
名
②
チ

ー
ム
名
③
代
表
者
氏
名
④
代
表

者
の
連
絡
先
⑤
参
加
選
手
名
・

年
齢
を
記
載
の
う
え
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
鎌
北
ｔ
・
ｆ
２
９

４
ー
６
７
５
４
ま
で
申
込
み

※
３
月
１
日
土
午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
代
表
者
会
議
を
行
い

ま
す
。

日　

１
月
10
日
金
〜
14
日
火
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

料　

無
料

場　

埼
玉
会
館
第
３
展
示
室
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
１

ー
４
）

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企

画
展

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用

情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

リ
ウ
マ
チ
な
ど
に
関
す
る
講

演
会

時
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場　

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み

や
大
ホ
ー
ル

内
容　

基
調
講
演
、
市
町
村
職
員

（
事
務
系
・
建
築
職
）
に
よ
る

体
験
な
ど

定　

１
３
０
０
人

料　

無
料

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町
村

職
員
担
当
ｔ
０
４
８
―
６
６
４

―
６
６
８
１

日　

１
月
17
日
金
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
正
午
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

４
階
市
民
ホ
ー
ル

対　

平
成
26
年
３
月
大
学
、短
大
、

専
門
学
校
の
卒
業
予
定
者
（
１

〜
３
年
以
内
の
既
卒
者
も
可
）

そ
の
他　

予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
、
履
歴
書
複
数
持
参
、
求
人

企
業
情
報
を
来
場
者
全
員
に
配

布
し
ま
す
。

※
参
加
企
業
名
は
埼
玉
県
雇
用
対

策
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
ｈhttp

://w
w
w
.

ko
taikyo

u-saitam
a.ne

.jp
/

）。

問　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

求
人
企
業
合
同
面
接
会

　この文化祭は、東公民館の定期利用団体の皆さん
が中心となり企画・運営を行い、一年間の学習成果
を発表します。皆さんの心をこめた文化祭を、ぜひ
ご覧ください。

日　時　２月22日（土）
　　　　午前９時 30分～午後４時

　　　　２月23日（日）
　　　　午前９時 30分～午後３時 30分

場　所　東公民館
内　容
　【作品展示】 絵画、書道、工芸、写真、パソコン作品など
　【舞台部門】 楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、カラオ

ケなど
　【体験教室】 社交ダンス、書道、太極拳、囲碁、折り

紙など
　【模 擬 店】 とん汁、だんごなど
　【出 　 店】 喫茶「ゆず」

毛呂山町防災フェア 第11回東公民館　ふれあい文化祭
問　東公民館　ｔ（295）2277問　役場総務課消防防災係ｔ（295）2112 内線 314
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進
呈
し
ま
す
（
無
く
な
り
次
第

終
了
）。
ま
た
ゴ
ー
ル
後
、
甘

酒
の
無
料
配
布
と
福
引
き
を
実

施
し
ま
す
。

問　

越
生
町
役
場
産
業
観
光
課
ｔ

　

２
９
２
―
３
１
２
１

日
／
２
月
６
日
木
午
後
２
時
〜
４

時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）　

場

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
第
３
会
議
室

内
容
／
①
相
続
入
門
編
（
相
続
と

は
何
か
、
相
続
の
仕
組
み
な
ど
）

②
相
続
税
制
編
（
ど
う
変
わ
る
相

続
税
、
相
続
税
改
正
に
よ
る
影
響

な
ど
）
③
相
続
税
対
策
編　

講
師

／
税
理
士
・
行
政
書
士　

星ほ
し

叡た
だ
し
　

料
／
無
料　

申
・
問
／
星
叡
行
政

書
士
事
務
所
ｔ
０
４
９
３
―
２
４

―
２
４
９
７
、
ｆ
０
４
９
３
―
２

２
―
３
６
９
１
に
申
込
み

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
、
楽

し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
！

日
／
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午
後

１
時
〜
３
時
（
部
屋
が
と
れ
た
場

合
第
１
・
３
火
曜
日
も
実
施
し
ま

す
）　

場
／
中
央
公
民
館
講
堂　

日　

２
月
11
日
祝
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

相
談
方
法　

電
話
無
料
相
談　

０

１
２
０
―
８
６
２
―
２
６
２

（
開
催
当
日
だ
け
通
話
可
能
な

相
談
会
専
用
電
話
番
号
で
す
）

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
全
て
の

避
難
者
を
対
象
と
し
た
電
話
相

談
会

主
催　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

問　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

金
山
ｔ
０
４
８
―
９
３
５
―
９

７
２
２

　

新
春
武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り

を
開
催
し
ま
す
。
七
福
神
を
巡
っ

て
多
く
の
福
を
手
に
し
、
幸
せ
な

１
年
の
ス
タ
ー
ト
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち　

１
月
４
日
土

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
10
時

受
付
場
所　

法
恩
寺

コ
ー
ス
・
距
離　

12
・
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
所
要
時
間
／
約
３
時
間

30
分
）

そ
の
他　

受
付
者
に
は
記
念
品
を

INFORMATION

　

関
東
財
務
局
で
は
、
無
料
の
多

重
債
務
者
向
け
相
談
窓
口
を
常
設

し
て
い
ま
す
。
専
門
相
談
員
が
電

話
や
来
庁
で
相
談
を
受
け
、
必
要

に
応
じ
法
律
の
専
門
家
に
引
継
ぎ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時

問　

財
務
省
関
東
財
務
局
多
重
債

務
相
談
窓
口
ｔ
０
４
８
―
６
０

０
―
１
１
１
３
（
直
通
）

日　

毎
週
第
２
水
曜
日
午
後
６
時

〜
８
時

相
談
方
法　

電
話
相
談
ｔ
０
４
８

―
８
３
８
―
１
８
８
９

料　

無
料

相
談
例　
「
仕
事
が
多
す
ぎ
て
、

勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
も
家
に
帰

れ
ま
せ
ん
」、「
一
方
的
に
賃
金

の
減
額
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
」
な
ど

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

『
新
春
武
蔵
越
生
七
福
神
め

ぐ
り
』

『
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
』
会
員

募
集

原
発
事
故
被
害

全
国
一
斉
１
１
０
番

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
人
へ

相
続
セ
ミ
ナ
ー

労
働
ト
ラ
ブ
ル
無
料
電
話
相
談

相
談

ご

を

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー

情
報
交
換

　町では、生活排水を適切に処理し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るため、合併処理浄化槽を設置
する人に対し、補助金を交付しています。
○対象者
　単独処理浄化槽または汲み取り便槽から合併処理浄化槽へ転換する人が対象です（建築確認を必要とする
新築、増築、改築は対象となりません）。
○補助対象地域
　公共下水道の事業認可区域および農業集落排水事業区域を除く町内全域
○補助金額

左記の区分に応じた金額に、下記の費用が加算されます。
・転換に伴う処分費（撤去・処分に係る費用） 上限　60,000 円
・転換に伴う配管費 上限 100,000 円

　※また、重点転換地区に該当する人は、上限 15万円の更なる加算があります。詳しくは生活環境課まで
お問い合わせください。
○重点転換地区（浄化槽の転換を重点的に促進するために町が定めた区域）
　平成 25年度は市街化区域より東側の地区を対象地区とします。希望者は工事を着手する前に、生活環境
課へ申請してください。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

延床面積 処理人槽 補助金額
130㎡以下 5人槽 332,000 円
131㎡以上 7人槽 414,000 円
２世帯住宅 10人槽 548,000 円

問　役場生活環境課環境係　ｔ（295）2112 内線 211･212

家庭用合併処理浄化槽設置補助金制度
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

ホ
ー
ム
後
援
会
（
大
谷
木
２
１
４

―
１
）
ｔ
２
９
４
―
０
０
４
０

　

弓
道
に
興
味
の
あ
る
人
、
老
若

男
女
、
経
験
者
、
初
心
者
を
問
い

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
、
道
場
に
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
／
月
曜
日
を
除
く
毎
日
午
前
９

時
ご
ろ
〜
午
後
４
時
ご
ろ　

場
／

毛
呂
山
町
弓
道
場
（
ウ
ィ
ズ
も
ろ

や
ま
隣
）　

対
／
毛
呂
山
町
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人（
小
・

中
学
生
、
高
校
生
は
除
く
）　

問

／
ｔ
２
９
４
―
０
３
１
６
安
藤
、

ｔ
２
９
４
―
４
２
５
５
後
藤

日
／
２
月
15
日
土
午
前
９
時
30
分

〜
正
午　

場
／
城
西
大
学
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ　

内
容
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜
効

率
の
良
い
歩
き
方
〜　

講
師
／
平

塚
潤
准
教
授　

対
／
大
学
近
隣
市

町
村
在
住
・
在
勤
者　

持
ち
物
／

屋
外
・
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど　

料

／
無
料　

申
・
問
／
城
西
健
康
市

民
大
学
ｔ
２
７
１
―
７
７
１
３

（
１
月
14
日
火
か
ら
２
月
７
日
金

ま
で
に
申
込
み
）

料
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会
金

５
０
０
円
）　

持
ち
物
／
シ
ュ
ー

ズ
・
バ
ス
タ
オ
ル　

問
／
ｔ
２
９

５
―
０
３
５
７
田
中

　

楽
し
く
踊
っ
て
世
の
中
を
明
る

く
し
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

興
味
の
あ
る
人
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
見
学
も
お
気
軽
に
。

日
／
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時　

場
／
中
央
公
民
館　

料

／
月
額
１
０
０
０
円
（
入
会
金
な

し
）　

持
ち
物
／
内
履
き　

申
・

問
／
ｔ
０
９
０
―
１
６
０
６
―
０

４
５
０
小こ

わ

せ

輪
瀬（
午
後
６
時
以
降
）

　

バ
ザ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
バ
ザ
ー
用

品
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
日
時
／
２
月
16
日
日
午
後

１
時
〜
３
時
30
分　

搬
入
・
準
備

／
15
日
土
午
前
10
時
か
ら　

会
場

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま　

用
品
の
種

類
／
日
用
品
、
雑
貨
、
食
器
、
野

菜
と
食
品
、
寝
具
・
タ
オ
ル
類
な

ど
（
大
型
家
具
・
家
電
製
品
な
ど

は
取
り
扱
え
ま
せ
ん
）　

問
／
児

童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
・
神
愛

『
第
22
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
』
ご
協
力
の
お
願
い

よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル

　
　
　
『
世せ
い
あ明
』
会
員
募
集

『
城
西
健
康
市
民
大
学
』

無
料
体
験
入
学

『
弓
道
連
盟
』
会
員
募
集

　毛呂山町では、未利用地の有効活用と財源確保を図るため、下記の町有地を一般競争入札により売却する
こととし、入札参加の申込みを受け付けます。売払い方法など詳細については、一般競争入札による町有地
の売払い説明書によります。

入札参加申請書などの配布および受付期間
　配布および受付期間　１月 14日（火）～１月 24日（金）午前９時～午後５時

（休日および正午から午後１時は除く）
　場　　所　毛呂山町役場５階管財課窓口
　※申請書などの資料については、毛呂山町ホームページからダウンロード可能です。
入札日時および場所
　日　　時　１月 31日（金）午前９時 30分から受付開始、午前 10時から入札開始（時間厳守）
　場　　所　毛呂山町役場５階 501会議室

問　役場管財課財産管理係ｔ 295（2112）内線 542　ｈ http://town.moroyama.saitama.jp/

町有地売払いのご案内

物件１（土地）
所　在 面　積 売払い価格

岩井西
1丁目
3-3

132.00㎡
（登記簿）

4,740,000 円
（最低入札価格 )
35,900 円／㎡

ゆずの里
保育園
ゆずの里
保育園

Ｊ
Ｒ
八
高
線

Ｊ
Ｒ
八
高
線

敷地概要
地 　 目 雑種地
都市計画区域 市街化区域
用 途 地 域 第１種住居地域
建 ペ イ 率 60％
容 積 率 200％
現 況 更地

地図

東
武
越
生
線

東
武
越
生
線

県
道
飯
能
寄
居
線

県
道
飯
能
寄
居
線

物件２（土地）
所　在 面　積 売払い価格

岩井西
2丁目
2-23・
24

114.31㎡
（登記簿）

3,376,000 円
(最低入札価格)
29,500 円／㎡

敷地概要
地 　 目 雑種地
都市計画区域 市街化区域
用 途 地 域 第１種住居地域
建 ペ イ 率 60％
容 積 率 200％
現 況 アスファルト舗装

地図
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を
し
て
、
予
診
票
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い（
予
診
票
の
申
請
、

発
行
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
行
い
ま
す
）。

③
予
約
し
た
医
療
機
関
で
、
予
診

票
に
よ
り
問
診
を
行
い
、
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

④
そ
の
後
、
医
療
機
関
で
予
防
接

種
に
か
か
る
自
己
負
担
分
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
係
ｔ
２

９
４
―
５
５
１
１

在
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
る
人
、
ま
た
は
平
成
26
年
４

月
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
高
齢

者
支
援
課
の
窓
口
へ
「
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
お
よ
び
「
口
座
振
替
申
込

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
お
支
払
い
方
法
を
口
座

振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
（
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料

の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

※
お
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に

変
更
し
た
後
、
ご
希
望
に
よ
り
年

金
天
引
き
に
戻
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

手
続
に
必
要
な
物

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
、申
請
者
の
身
分
証
明
書
、

振
替
先
の
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通

帳
届
出
印
（
以
前
に
口
座
振
替
の

申
込
み
の
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て

い
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
証
、
申
請
者
の
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

問　

申
告
に
つ
い
て
▽
役
場
税
務

課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線
１
９

５
・
１
９
６
、
保
険
料
に
つ
い

て
▽
役
場
高
齢
者
支
援
課
保
険

料
係
ｔ
内
線
１
５
８
・
１
５
９

INFORMATION

ら
す
た
め
に
保
険
料
額
の
軽
減
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
を

算
定
基
礎
に
自
動
判
定
し
ま
す
の

で
、
軽
減
に
対
し
て
の
申
請
は
不

要
で
す
。

◆
保
険
給
付
に
つ
い
て

　

医
療
費
に
は
１
か
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
院
し

た
際
に
は
食
事
代
な
ど
を
支
払
い

ま
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
支
払

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
は
、
所

得
税
・
住
民
税
と
も
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
お

手
数
で
も
ご
自
身
で
領
収
証
書
の

領
収
日
と
金
額
を
確
認
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
来
庁
い
た
だ
け
れ
ば
納

付
（
額
）
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
現

　

町
で
は
、
妊
婦
の
風
し
ん
へ
の

感
染
予
防
を
強
化
し
、
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
の

緊
急
対
策
と
し
て
、
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

　

毛
呂
山
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

人
で

①
妊
娠
を
予
定
お
よ
び
希
望
す
る

19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
女
性

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

※
た
だ
し
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
お
よ
び
風
し
ん
の

予
防
接
種（
混
合
ワ
ク
チ
ン
含
む
）

を
２
回
以
上
受
け
て
い
る
人
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
期
限
】

　

３
月
31
日
月
ま
で

【
助
成
金
額
】

・ 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
３
０
０
０
円

・ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン 

５
０
０
０
円

【
予
防
接
種
の
流
れ
】

①
下
記
の
医
療
機
関
一
覧
の
中
か

ら
、
予
約
を
お
取
り
く
だ
さ
い

（
②
を
先
に
行
っ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
）。

②
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
大
人
の
風

し
ん
予
防
接
種
予
診
票
の
申
請

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算

定
に
は
、
被
保
険
者
お
よ
び
被
保

険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の

収
入
の
申
告
が
必
要
で
す
。な
お
、

保
険
給
付
に
つ
い
て
は
同
一
世
帯

で
判
定
す
る
た
め
、
学
生
や
家
族

の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ

び
収
入
の
全
く
な
い
人
も
、
収
入

の
申
告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
の
な
い
場
合
は
、
保
険
料
額

が
正
し
く
算
定
さ
れ
ず
、
軽
減
措

置
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
高

額
療
養
費
な
ど
が
正
し
く
給
付
さ

れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
方
法
に
つ
い
て
は
、

こ
の
広
報
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
以
下
の
収
入
の
人
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
負
担
を
減

医 療 機 関 一 覧
長瀬クリニック 毛呂山町川角 133-6 295-0708

市川医院 越生町越生 981 292-3011

根岸内科医院 毛呂山町下川原 171 295-3959

越生メディカルクリニック 越生町黒岩 199-1 277-1119

初野医院 毛呂山町長瀬 718 294-7713

かあいファミリークリニック 越生町上野 1025 299-6222

ゆずの木台クリニック 毛呂山町中央 2-5-5 295-5158

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

大
人
の
風
し
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
の
確

認
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

者
は
、
平
成
25
年
中
の
収
入
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・ 

確
定
申
告
、
住
民
税
申
告

を
し
た
本
人

・ 

給
与
以
外
の
収
入
が
な
く
、

勤
務
先
か
ら
町
に
報
告
さ

れ
て
い
る
人
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ろ
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

新
た
な
問
題
点
や
改
善
策
を
行

政
や
関
係
機
関
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。

● 

担
当
区
域
内
の
実
態
や
課
題
の

把
握
に
努
め
、
町
や
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
調
査
や
福

祉
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

● 

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の

協
力
を
通
し
て
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
同
士
の

交
流
の
手
助
け
や
悩
み
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
誰
か
に
相
談
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
さ
れ

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任

児
童
委
員
に
は
担
当
区
域
は
あ
り

ま
せ
ん
）
が
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
と
き
は
、
役
場
福
祉
課
地
域
福

祉
係
（
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内

線
１
１
１･

１
１
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
人
、
障
害

の
あ
る
人
、
高
齢
者
な
ど
が
孤
立

し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
事
案
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

な
り
、
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す

る
住
民
と
地
域
や
行
政
、
専
門
機

関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
に
務
め
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
住
民

相
互
の
つ
な
が
り
を
基
盤
と
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
を
め
ざ
し
、
こ

ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

● 

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
住

民
の
立
場
に
立
ち
、
福
祉
に
関

す
る
幅
広
い
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

● 

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
町
や
関

係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す

る
な
ど
、
情
報
提
供
を
し
て
い

ま
す
。

● 

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

地
域
の
学
校
、
児
童
館
な
ど
の

行
事
な
ど
に
参
加
・
協
力
し
、

地
域
と
の
連
携
に
努
め
、
日
ご

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
改

選
に
よ
り
、
12
月
１
日
付
け
で
新

た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
が
委い
し
ょ
く嘱

さ
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
給
与
の
支
給

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
や
町
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の

人
び
と
が
地
域
の
な
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般

に
は
民
生
委
員
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

名
称
の
と
お
り
、
す
べ
て
の
民
生

委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
児

童
委
員
も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠
中

の
心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り
、
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
中
に
は
、
児
童
福
祉
を
専
門
に

担
当
す
る
３
人
の
主
任
児
童
委

員
も
い
ま
す
。
核
家
族
化
が
進

み
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄

く
な
っ
て
い
る
今
日
、
子
育
て
や

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

上町 小山三重子 葛貫・宿谷 野田　次雄 第二団地５区 海老沢　進

中町・下町・金塚・西裏団地 初野　隆夫 川角（上）・西原団地 間
ま ま だ

々田和美 第二団地６区 南
みなみだて

舘　　昇

東雲・福祉棟 小山　孝子 川角（下） 吉
よ し ば

場きよ子 毛呂山台（南） 柳沢　雅裕

小田谷１ 小峰　正
しょういち

一 玉林寺・苦林 清水富士男 毛呂山台（北） 生
うぶかた

方　哲夫

小田谷２・ジョイム毛呂山 矢島　　孝 大類 岸　　澄夫 毛呂山台（中） 髙木　謹
の り こ

子

長瀬一区 五十嵐　京
みさと

西大久保（上） 岡野　國明 学園台１ 鈴木　　孝

長瀬ニ区 並木タヅ子 西大久保（中・下） 岡野　　孝 学園台２ 鶴田　純
す み お

生

長瀬三区 森　　和男 市場 松本　良
よしおみ

臣 第三団地（東） 柿沼　隆昌

前久保（上） 中井　澄子 下川原 渥美　博
ひ ろ し

史 第三団地（西） 山中　和
わ へ い

平

前久保（中） 厚目　照代 西戸・箕和田 中村金太郎 角木団地 相
さ が ら

良　康重

前久保（下１） 小林　壽
と し え

惠 目白台１ 浅井　幸夫 日生団地・第六団地 勝山　信子

前久保（下２） 森田　君江 目白台２ 中村　初枝 第四団地 石井富美栄

沢田（東） 井藤　洋一 目白台３ 欠員 第五団地自治会 滝沢　壽
としかず

一

沢田（西） 小川　恵子 目白台４（新規地区） 大塚　幸子 岡本団地 加藤よし子

平山（東） 松田由美子 旭台・旭台団地（北・南） 大山　敏子 総庭団地 菊田ワカエ

平山（西）・古宮団地・平山ニュータウン 瀬戸　一
か ず み

美 旭台（大）・日化団地 坂井二三子 東原団地 鈴木　忠雄

平山（西奥） 村田　芳
よ し じ

次 第一団地１区 髙野マサエ むさし野自治会 秋
あきにわ

庭　利弘

大師一区（東） 神田　　仁 第一団地２区 石川エイ子 第十三団地・新南台自治会 芝山昇一郎

大師一区 (西） 松川　　廣 第一団地３区 欠員 第九団地・谷端団地 佐藤智加子

大師二区（東） 秋
あ き わ

和　敏彦 第一団地４A区・４B区 小山田　勉 ゆずの木台（北）・いわい団地 堀口　芳男

大師二区（西奥） 中村　政代 第一団地５区・第七団地 山下　重弘 ゆずの木台（南） 浅見　保夫

大師二区（西）・シャルマンコーポ 山下恵美子 第二団地１区 内田　典子 双葉団地 村岡　義
よしあき

章

滝ノ入 八木原　睦
むつみ

第二団地２区 若
わかつき

月　道子 主任児童委員（町内全域） 皆川　松美

阿諏訪 大野　昭男 第二団地３区 木下　知子 主任児童委員（町内全域） 橋田　幸子
大谷木・鎌北・権現堂 落合　紘

こういち

一 第二団地４区 森澤美智子 主任児童委員（町内全域） 吉川　一
か ず み

美

民生委員・児童委員および主任児童委員一覧　　　　　委嘱期間：H25.12.1 ～ H28.11.30

21 広報もろやま  １月１日号



図書館　ｔ（295）1015　１月の休館日：１日祝～４日土、６日月、14日火、20日月、27日月、31日金

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会
「ライアンを探せ！」１月 11日（土）14:00～15:30

内容 / 動物園で暮らすライオンの父子。
息子のライアンは、父の語る大自然での
勇敢な体験談にコンプレックスを抱き、
動物園を脱走！　大冒険を繰り広げる！
場 / ２階視聴覚室　定 / 先着 50人

おはなし会 １月 25日（土）14:00～14:30 ３歳児～小学生

内容 / おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居など　場 / ２階視聴覚室　
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ １月 28日（火）11:00～11:30 ０歳～３歳くらい
内容 / わらべうた、手あそび、　絵本の読
み聞かせなど　場 /１階おはなしコーナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ ２月 ４日（火）11:00～11:30 ２歳～３歳 内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙
芝居など　場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　１月の休館日：毎週日・月曜日、１日祝～４日土

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

幼児クラブ

火曜コース
１月28日（火）
～３月11日（火）
　　
木曜コース
１月30日（木）
～３月13日（木）

10:00～11:30

３、４歳児と母親
（H21.4.2
～ H23.4.1 生）
※対象外の人は
ご相談ください

あそびを中心としたなかで、子どもの社
会性とお母さんとのふれあいを深め、親
同士の交流を目的とした教室です。
定 / 先着 15 組。なるべく全日程参加で
きる人　※参加者が少ない場合、どちら
かのコースに変更または中止の場合があ
ります。　内容 / 体操、工作、体育あそ
び、ひなまつりおたのしみ会など　持ち
物 / 親子とも室内シューズ　申 / １月９
日（木）午前９時から児童館で受付（電
話可）※ご家族が申し込んでください。

科学あそび １月 11日（土）10:00～11:00 小学生

内容 / ふわふわクラゲ、巨大空気砲など
定 /先着15人。定員をオーバーした場合、
前回参加していない人を優先します。　
申 / １月 10日（金）までに児童館で受付
（電話可）

遊びにおいでよ！
ぴょんぴょん広場

１月 15日（水）
１月 22日（水）10:30～11:30

２歳前後の幼児
と保護者

内容 / 体操、工作、体育あそびなど（申
込み不要）　持ち物 / 親子とも室内シュー
ズ

父親クラブ
韓国のお焼き
「ホットク」作り

１月 18日（土）10:00～11:30

幼児、小学生と
お父さん
（家族で参加も
大歓迎）

参加費 / １人 150 円　定 / 先着７家族ま
たは 20 人　持ち物 / 上履き、キッチン
ボール、箸、ふた付の容器、手拭き、飲
み物　申 / １月９日（木）から 16日（木）
までに参加費を添えて児童館で受付　
※お釣りのないようにご協力ください。

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 対　象 内　容
４か月児健診  ２月 ４ 日（火） H25. ９生

場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10か月児健診  ２月 ５ 日（水） H25. ３生

１歳６か月児健診  ２月 24日（月） H24. ７生

３歳児健診  ２月 26日（水） H22. ８生

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。

22広報もろやま  １月１日号



保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

乳がん・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年度に１回）
日　２月 18日（火）午前・午後
対　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上
料　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円
　　クーポン券がある人は無料です。
定　先着 120人
申　１月 10日（金）から保健センターで受付
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申込
み時にお申し出ください。なお、当日は印鑑と受
給者証をご持参ください。
※お子さんの保育もあります。

歯周病検診
日　２月 16日（日）９:00 ～ 11:30
対　40歳以上の人
料　無料
定　36人（定員になり次第締め切り）
申　保健センターにて１月８日（水）から受付（電
話可）
※当日は、健康まつりを行っています。
※検診を受けた人は、歯みがき指導が受けられま
す（希望者のみ）。
※ 30分毎に予約を取ります。

個別健康診査（受診は１年に１回）
実施月　２月
申　１月９日（木）～ 20日（月）
対　後期高齢者医療制度の加入者（平成 25年９月末
までに加入している人）
内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・
医師の診察など
料　500円　　定　先着 25人
手　順　①保健センターに電話で申し込むと、受診券が
郵送されます。②医療機関を選び、健診の予約をして
受診してください。
※受診当日は、保健センターから届いたすべての書類を
医療機関へご持参ください。
場　次のなかから１か所を選択
　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニック、
根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木台クリ
ニック、市川医院、越生メディカルクリニック、かあ
いファミリークリニック

■２月の在宅当番医（午前９時～正午）

日にち 医療機関名 専科 住所 電話
2/11祝 石川眼科 眼科 越生町越生東 2-7-3 277-2077
※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、救急
部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

２年　桑
くわばら

原　春
はるひ

陽さん

「もみじ」「ひめをたすけに今、行くぞ。」

２年　長
ながみね

嶺　伊
いさき

希さん

№
３
７
９　

光
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

「ふわふわ自分かぎかけ」

４年　洞
ほらだ

田　春
はる

さん
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法律相談
■弁護士（要予約）
日　時　２月 12日水、24日月　13:30 ～ 16:00
■行政書士
日　時　２月 19日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　　　　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

人権・行政相談
日　時　２月 13日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00
場　所　ウィズもろやま（福祉会館）
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ（295）3111

２月の相談コーナー
健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
日　時　２月 13日木　9:00 ～ 12:00
場　所　保健センター
日　時　２月 21日金　9:30 ～ 11:30
場　所　役場ホール
■電話相談
日　時　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ（294）5511

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタン
トが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

教育相談
日　時　月～金　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ（295）2525

 行事カレンダー2月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

日 月 火 水 木 金 土
1

・キッズヒップホップ講座
　場東公民館→P16

2 3 4 5 6 7 8児 図歴児体

・3月分体育施設予約日
　場総合公園

・おおきなポッケ
　場図書館→P22
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・親支援講座
　場東公民館

・３月分体育施設調整会議
　場総合公園
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・毛呂山中学校入学説明会
　場毛呂山中学校→P12

・毛呂山小学校入学説明会
　場毛呂山小学校→P12
・川角小学校入学説明会
　場川角小学校→P12
・泉野小学校入学説明会
　場泉野小学校→P12

・子ども映画会
　場図書館
・やさしい古文書解読講座
　場歴史民俗館→P16

9 10 11 建国記念の日 12 13 14 15
児 図歴児体 児 図歴

・おはなしポッケ
　場図書館

・山根荘バザー
　場山根荘→P25
・親支援講座
　場東公民館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・光山小学校入学説明会
　場光山小学校→P12
・川角中学校入学説明会
　場川角中学校→P12

・山根荘バザー
　場山根荘→P25
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場東公民館

・山根荘バザー
　場山根荘→P25

・トレーニング機器説明会
　場総合公園

16 17 18 19 20 21 22児 図歴児体

・健康まつり
　場保健センター
・解読毛呂山の歴史
　場歴史民俗資料館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・親支援講座
　場東公民館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・おはなし会
　場図書館
・ふれあい文化祭
　場東公民館→P17
・やさしい古文書解読講座
　場歴史民俗館→P16

23 24 25 26 27 28児 図歴児体 図

・休日納税相談・納入窓口
　場役場
・ふれあい文化祭
　場東公民館→P17

・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場福祉会館

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、大類
グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所
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山根荘バザーを２月 12日（水）～ 14日（金）に開催します。
　　皆さんのご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545
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お便りコーナー

山根荘は、レインボー協議会（毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、
川島町、越生町）内の居住者で６０歳以上の人は、無料でご利用になれます。

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物
・スタッドレスタイヤ（165・70・Ｒ 14）（中古・無料）・蚊

か や

帳（８
畳用）（新品・相談）・柔道着（３号）（中古・無料）
●ゆずってほしい物
・SHARP書院インクリボンWD-VP1（Ｗ）（新品・相談）・遠赤
外線ファンヒーター（相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

山根荘趣味の会等定例行事

１月の休館日
  1日   2日   3日   4日   5日
11日 12日 13日 18日 19日
25日 26日

ペ タ ン ク お休み
声を出す会 15日
民踊同好会   9日 27日

俳 句 の 会 10日 24日【季語　初春（はつ
はる）、初夢（はつゆめ）】

囲碁・将棋の会   8日 10日 15日 17日
22日 24日 29日 31日

お 茶 の 会 17日 31日
茜会（お花）27日
ダンス同好会 17日 31日
ぎんれい会（大正琴） 17日

三味線・民謡の会   9日 16日
手 芸 の 会   8日 22日

カラオケ同好会   6日 20日
（年金受給者協会）24日

吟 友 会   8日 22日
書 道 の 会   8日 22日
舞 わかば会   8日 22日
FD カトレア 10日 24日
健康体操役場主催 20日
楓 会   9日
押 し花の会   6日
桜 扇 の 会 27日 29日
PC ク ラ ブ   6日 20日
光 華 の 会 15日 29日

役場からのお知らせ

　広報の発行を１日として初めての新年
を迎えます。今回は 12 月 27 日に配布
しましたので、フライングと思われたか
もしれませんが、早めの情報をゲットで
きたと思っていただけたら幸いです。（B）

編　集　後　記

人口　　35,647 人（－ 13人）

　男　　17,798 人（＋　8人）

　女　　17,849 人（－ 21人）

世帯　　15,721 戸（＋　9戸）

※平成 25年 12月１日現在（カッ
コ）内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館に置い
てあります。

■ウェブサイト用
　QRコード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。
１月の納期（１月 31日納期限）
　国民健康保険税　　　　７期
　介護保険料　　　　　　８期
　後期高齢者医療保険料　７期

ｉ

図書館
今月のオススメの一冊！

『みさお と ふくまる　　　
 さようなら、こんにちは』

伊原　美代子／写真・構成・文　リトルモア／出版

さお と ふくまる』の第２弾！
おばあちゃんと猫のふくま

るの温かい日常をきりとった写真集
です。ふたりの昔から現在までがつ
まっています。ページをめくるごと
に、寒さで凍えた体がじわーっと溶
けるような感覚を
覚えます。温かな
いのちを感じる本
です。第 1弾もあ
わせてどうぞ」

『み
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植物油インキを使用しています。
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や
撮
影
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
併
せ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。

な
お
、
撮
影
が
過
去
の
も
の
（
１
年
前
）
で
も
掲
載

可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 25年１月１日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　　本橋　拓
たくま

磨くん　（５歳 11か月）
　　　　　美

みこと

琴ちゃん（１歳８か月）
　　　　　颯

そよの

乃ちゃん（１歳８か月）

　毎日保育園で楽しく遊んでいます。４
人兄弟で男の子１人。名前のようにたく
ましく育ってね。
　みんな元気いっぱい大きくなってね！

　新春、家々を賑
にぎ

やかにする正月飾り。師
走の煤

すす

払いが終わると正月仕
したく

度が始まりま
す。元旦には新年と共に「歳

としがみさま

神様」がやっ
てくるとされ、門松はその仮住まい（依

よりしろ

代）
に、注

し め

連飾りは厄除けのために、そして家
の中には鏡餅が供

くもつ

物として飾られます。こ
られの正月飾りを 12 月 29 日に飾るのは
「苦

く ま

待つ」として縁起が悪く、31 日に飾る
のは「一夜飾り」、神様への誠意に欠けると

いわれ避けられています。人びとはこうして日を選び、縁起を担ぎ、
招福の祈りを込めて歳神様をもてなしました。
　新たな年に期待をかけるのは、今も昔も変わりないことです。皆
さんの平成25年はいかがでしたか。「一年の計は元旦にあり」と申
しますとおり、正月は一年の計画を立て、自身を省みる時期でもあ
ります。皆さんにとっての平成26年が良き年になりますよう、心
よりお祈り申しあげます。

正月飾り

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課広報広聴係ｔ内線３３２

正月飾り正月飾り
徒然歳時記
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